
死　と　自　我　解　放

一Stendhal，．47η1αηcθ論一

今　井雅彦

序

H．Martineauは，　Stendhalがオ7〃2αηcε1）（1826年執筆，1827年出版）

において主人公Octaveの「秘密にっいて絶えず語りながら，決してそれを暴露し

ようとしない2）」ため，この作品の成立事情を知り，また1826年12月23日付の

M6rim6e宛の書簡3）の助けを借りることによって，つまりテクスト外の資料によっ

て初めて読者はOctaveの秘密が何であるのかを知るのだという。そして，「現

代では不可欠なものとなっている説明がStendhalの同時代人にさえ全然なされな

かった4）」ため，Mart㎞eauは序文の必要性を説くのであるま）

Jamais　livre　n’eut　plus　besoin　de　pr6face．　On　ne　le　comprend　pas

sans　expHcation．

だが，Octaveの秘密は果してテクストの内において読解不可能なのだろうか。

Amlanceと結婚せざるを得ない状況に追い込まれたOctaveは結婚を回避するた

め，彼女に向かい自分は＜monstre＞なのだと告白するρ）

【＿】mais　quel　est　l’homme　qui　t’adore？C’est　umηoη∫〃a　（イタリッ

ク作者）

確かに作者はOctaveのimpuissanceをそうとは言わないのだが，＜monstre＞と

いう言葉が用いられている状況を考慮に入れるならば，この言葉の意味は明らかな

はずであり，従って上のMartineauの見解には同意し難い。ともかく，この作品の

テーマとして，性的不能者でありながら恋に陥るOctaveという逆説，　Octaveの

性格分析，また，1826年当時の風俗描写の三点を挙げることにより，7）Martineau

はこの作品の持つテーマの多様性を指摘しているのである。あるいは，オ7〃2翻ごε

は「生理学，精神医学の症例を好奇心に富んだ人の目に提示することが，問題なの

ではない8）」と言い，」．Pr6vostはこの作品の真のテーマについて次のように語
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る2）

Il　s’agit　de　juger　la　soci6t6，1e　monde，　et　le　bonheur　par　les　yeux　d’un

etre　qui　se　croit　s6par6　sans　retour　du　monde　et　du　bonheur，　d’un　moine

malgr61ui，　cloitr6　au　miheu　des　hommes　par　soll　corps　imparfait．

続いて，作者はOctaveを通して「諸々の事柄の総体への新たな視点」＜une　nou一

velle　vue　sur　rensemble　des　choseslo）〉を提示しているのだと彼は言う。この

ように語る時，Pr6vostはこの作品の多様なテーマを要約していると言えるのであ

る。H．－F．　Imbertにならい，次の三つのテーマにまとめることができる。すなわ

ち，「生理学的症例，恋愛悲劇，上流階級の描写11）」（Pr6vostは症例の重要性は

否定しつつも，その存在は認めているのである）。そして，諸研究者は，テーマの

多様性に注目しつつ，各々一つの側面に力点を置くことによってこの作品の解釈を

試みている。例えば，A．　Hoogは「性的不能は小説の登場人物（＝Octave）の

秘密ばかりでなく，小説家の秘密を語る12）」とかくOctave，　le　plus　secret　Oc一

tave，げest　Henri　Beylel3）〉と規定し，　Octaveの性的不能はStendhalのiden一

tit6を反映するという観点のもとに「症例」の面に焦点を当てる。あるいは，テ

一マの多様性にかんがみて，オηηαηCθを「その政治的観点から考察すれば議論の

余地のない統一性を得るだろう14〕と規定することにより，ImbertやBard6che　15）

は上流階級の描写，つまり政治的歴史的側面に焦点を当てる。このように，政治的

歴史的観点から議論を展開する研究者に特徴的なことは，Imbertの例を挙げるな

ら，Octaveあるいは彼の肉体的欠陥は王政復古期における「衰退しつつある階級

の象徴16）」であり，彼の死は「彼の愛の不可能性と彼の政治的存在の空しさ17）」

の象徴と考えることである。

これらに対し，私は恋愛悲劇という心理的側面に焦点を合わせ，次のような観点

からこの作品の読解を進めて行こう。Octaveと「世界18）」は相入れない関係にあ

り，そのため彼は自分自身の世界の内に自己を閉込めている。この閉込められた

Octaveの自我がArmanceとの恋愛により解放され，その死において幸福へと至

る過程がこの作品の中心を形成する。以下において，テクストに即しつつ，まず，

Octaveと世界の関係を確定する。次に，　OctaveがArmanceを通じて世界へ向

けて自我を解放するに至る過程をたどることにする。なお，このOctaveの自我解

放の過程は，彼とArmanceの恋愛の完成の過程，つまり，性的不能者でありなが

ら恋に陥るというOctaveの逆説の成立過程である。また，　Octaveの目を道して
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の「社会，社交界，幸福の批判19）」と言うことにより，Pr6vostはOctaveと世

界の相入れない関係を意味しているのだが，この過程は，Octaveが世界との関係

うに，結論において，Octaveの死と幸福の意味を，また，幸福の観点からOctave

とStendhalのidentit6の問題を考察する。

第一章　Octaveにおけるsingularit6の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
nctaveはその性格の故に世界から敵対視され，あるいは拒否されていると考え

る。例えば，気性の激しい性格の故に理工科学校では皆からくcompl色tement　fou

20）〉と思われていたため，喧嘩をしても刃物沙汰には至らないほど敬遠されてい

た。あるいは，社交界では「特殊な人間」＜un　etre　a　part21）》扱いされる。そ

して，Octaveは友人達から悪魔のように思われ除け者にされてゆくさまをAr

manceに次のように語る32）

Bient6t　apr6s　la　premi6re　connaissance，　il　n’en　est　aucun　que　mes

discours　n’6∫7αη9εη∫de　moi．　Quand　enfin　du　bout　d’un　an，　et　malgr6

moi，　ils（＝mes　amis）me　comprennent　tout　a　fait，　ils　s’enveloppent　dans　la

r6serve　la　plus　s6v6re　et　aimeraient　mieux，　je　crois，　que　leurs　actions　et

leurs　pens6es　intimes　fussent　connues　du　diable　que　de　moi．　Je　ne　voudrais

pas　jurer　que　plusieurs　ne　me　prennent　pour　L〃cびθ7　Zμご一祝∂配d．．．】∫ηcαrη診

’o雄θxρr2∫ρo雄1ε蹴雁’かθ脚r’ε1θη∫∂紀（イタリック作者）

一方，Octaveもまたそのような世界に対し，「およそ人生の現実的な事柄一切に

対しまったく興味を示さない23）」というように心を閉ざしてしまう。あるいは，

世界を拒絶するOctaveを彼の母の目を通し作者は次のように描く34）

Elle　observait　constamment　que　la　vie　r6elle，　loin　d’etre　une　source

d’6motions　pour　son　fils（＝Octave），　n’avait　d’autre　effet　que　de　l’impatien一

ter．

世界から拒否されていると考え，同時に世界に対し心を閉ざし，世界を拒否すると

いう，このようなOctaveと世界の関係のあり方を示すものとして，形容詞singu一

lierあるいはその同義の形容詞（myst6rieux，6trange，　origina1等々），名詞が
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Octaveに付与されるのである。実際，彼のあらゆる面一「対人関係25）」，「性

格26）」，「行動のあり方27）」，「考え方28）」，「趣味29）」，「夢想30）」，「感受

性31）」，「生き方32）」一がsingulierと形容され，　「存在33）」そのものも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

singulierと呼ばれ，彼自身自己のsingularit6を自覚する34）従って，「Octave

のsingularit6は人をより不安にさせる。それは（……）生理的に異常な条件（＝

性的不能）によって説明される35）」と，Octaveのsingularit6を彼の性的不能に

関連づけることに重要性を置きながらも（また，私とは異なる観点から作品解釈を

しながらも），Octaveのsingularit6について次のよう言うImbertは的を得てい

るであろう36）

C’est　a　la　fois　au　sein　de　lui－meme　et　dans　ses　rapports　avec　les　autres

qu’Octave　se　d6couvre　singulieL

このように，すべて不可解さにおおわれ，「変人」〈un　original37）〉扱し・さ

れ，「まるで特別の人間のように他人から離れて生き38）」，同時に他者を拒絶し，

Octaveは自分自身の世界に閉込もる。が，彼の生活は「自分自身の周囲に展開す

る現実生活のできごととは食い違う39）」原則に支配されており，現実と相入れない

ものであるため，Octaveと世界の間には常に葛藤が繰り返される。そのため彼自

身不幸であることを自覚する。ある社交界の帰り，深い絶望に把えられて帰宅した

Octaveは不幸を嘆く30）

【．．．j　J，ai　beau　faire　les　plans　de　conduite　les　plus　raisonnables　en

apparence，　ma　vie　n’est　qu’une　suite　de　malheurs　et　de　sensations　am6res．

そして，ピストルの入ったケースを開け，「死ぬなんて本当は大したことではない

のだ41）」と死の願望を口にするまでに至る。従って，不幸を逃れるために，自殺

願望の他に，僧職に就き「世間から身を引き，神に一生をささげたい42）」　とか，

「世間から隠遁した学者43）」になりたいという願望をOctaveは抱くのである。

第二章　Octaveの自我解放の過程　　　　　　　　　　　　　　．

ArmanceもまたOctaveと同様にsinguli6reと形容され’4）Octaveの母親に
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二人は地上に追放された天使にたとえられる35）

C’est　ainsi［．．．】que　4ε撚angesεx〃65　pa㎜i　les　hommes，　et　oblig6s

de　se　cacher　sous　des　formes　mortelles，∫εrεgαrdθ雇εη∫θη’rθεπxρoμr∫ε

rθcoηηα伽a（イタリック筆者）

このように，両者のもつsingularit6は栗須公正氏の指摘するように，この作品に

おいて「共鳴し合う人物の一つの共同体を形成する役割を果している46）」のであ

る。さらに氏は続いて言う37）

La　singularit6　remarqu6e　dans　le　h6ros　et　l，h6roine　d6montre　par　so11

analogie　le　d6doublement　de　ces　deux　personnages．

この指摘により，OctaveとArmanceの関係が，つまり互いが互いの分身である

という性格が理解できるであろう（但し，後述するが，Armanceは「Octaveの女

性の分身48）」の性格の方がより強いと思われる）。このArmanceによる世界と

相入れない関係にあるOctaveの自我解放の過程，すなわち，　Octaveが世界と自

己との間に築いた〈un　mur　de　diamant49）〉　をArmanceが「消滅させる50）」

過程，これは四段階に分けることができる。既に述べたように，Octaveの自我解放
の過程は彼とArmanceとの恋愛の成立過程でもあるから，それに沿って論を進め　　　　　　　　　　　　5

てゆこう。

（1）Armanceとの恋愛の可能性（第皿章一第V章）

Armanceがその庇護のもとにあるBonnivet夫人の催した舞踏会を途中で逃げ

出したOctaveは，兵士達との喧嘩で傷を負い，翌朝「奇妙な状態51）」で帰宅す

る。見舞に来たArmanceに向かいOctaveは自分の孤独，不幸などの愚痴をこぼ

す。同時に，不平に耳を傾ける彼女に対し，Octaveの「まなざし」が語りかける

のは愛の可能性である♂2）

【．．．】les　yeux　d，Octave　exprimaient　tant　de　possib血t6　d，aimer　et

quelquefois　ils　6taient　si　tendres！

象徴的なのはこのOctaveのまなざしの表現であろう。なぜなら，彼にとって愛情
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は嫌悪の対象に他ならないからである83）

Il　6tait　bien　lohl　de　songer　a　aimer，　il　avait　ce　sentiment　en　horreuL

このような時，亡命貴族に対する賠償法の成立が確実となり，財産がころがり込

むこととなったOctaveは一躍社交界の寵児となる。が，彼は，「あれほど立派な

心の持主だと思っていたのに二百万フランのあてができてから，すっかり気が顛倒

している54bとArmanceに言われ，彼女の不興を被る。衝撃を受けたOctaveに

とって，「Armanceの尊敬を取り戻すこと55）」が彼の「唯一の関心事56）」とな

る。不興を被るという「この現実の不幸57）」により，　Octave自身，及び彼と

世界の関係のあり方にわずかながら変化が生じる。彼は「いつもの憂欝から気がま

ぎれ58）」，現実に対する批判的態度という彼自身の「習慣59）」を忘れ，そして，

従来のように人生への嫌悪をかきたてられることがなくなる’o）

［．．．】mais　ces　malheurs【．．．】n’allaient　point　jusqu’a　lui　tnspirer　ce

profond　d6goOt　pour　la　vie　qu’n　6prouvait　autrefo盤．

むしろ，彼の目はArmanceへと向けられ，不興は幸福に立ちはだかる障害であり，

彼女の尊敬を取り戻すという新たな人生の目標が彼の内に生まれる歪1）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Octave　voyait　un　obstacle　qui　le　s6parait　du　bonheur，　mais　il　voyait　le

bonheur【．．．1　Sa　vie　eut　un　but　nouveau，　il　d6strait　passionn6me凱recon一

qu6rtr　restime　d’Armance．

かくして，　「愛してはならないと幾度となく誓った62）」Octaveは弁明の機会を

求めてBonnivet夫人のsalonへ足繁く通うのであるが，彼自身意識しないうちに，

単なる〈un　ami63）〉としてしかみていなかったArmanceに次第に心ひかれて

ゆくのである。以上において，OctaveとArmanceとの恋愛の可能性が示された。

同時に，OctaveがArmanceから被った不興を「現実の不幸」と意識したように，

Armanceを通して，彼と世界の関係の可能性が示されたと言えるであろう。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【
i2）Armanceとの恋愛の開始（第VI章一第）㎝章）

偶然，Armanceと語り合える機会を得たOctaveは弁明し，彼女の一言が自分
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の一生を決定したといい，次のように言う’4）

Ce　mot　a　dispos6　de　ma　vie；depuis　ce　moment　je　n’ai　pens6　qu’a

regagner　VOtre　eStime．

釈明に耳を傾け，納得したか否かの返答を迫られたArmanceはくVous　avez　tou一
te　mon　estime65）〉　とだけ言い彼のもとを去る。この会話は互いの愛の告白と

なっているのだが，ArmanceのみがOctaveへの愛1青を一彼女はそれをくmon
fatal　secret66）〉〈mon　fatal　amour67）〉＜cette　passion　affreuse68）》と呼ぶ

一意識しており，ただ，彼女はそれを「はっきりと告白しなかった69）」にすぎな

いのである。一方，Octaveは釈明が成功したか否かは分らず，　Armanceの言葉

を聞き「喜んで良いか悲しんで良いかも分らない70）」ままであり，まして，魂の

奥底でArmanceを愛していることは彼には考えつかないことであり，彼女とは対

照的である」1）

Ce　qui　est　admirable，　c’est　que　notre　philosophe（＝Octave）n’eut　pas

1a　mo重ndre　id6e　qu’丑aimait　Armance　d’amour．

が，ともかく和解により，Octaveにとって「新たな生き方」＜une　nouvelle　ma一

ni6re　d’etre72）〉が始まり，彼とArmanceとの間には「とても奇妙な親密さ」

＜une　intimit6　fort　singuli6re73）》ができあがり，二人はその幸福に浸る一

ArmanceはOctaveを愛することの幸福に酔い，一方，　Octaveは自分の幸福は

あくまでもArmanceとの〈amiti♂4）〉のたまものと考える点において彼等の関

係は奇妙なのである。このように意識の面において対照的でありながら，幸福に酔

う二人を作者は次のように描く♂5）

116tait　heureux　en　d6pit　de　lu鮎meme；et　dans　ces　moments　rien　aussi

ne　manquait　au　bonheur　d’Armance．［．．．】EUe　v6illait　bien　sur　ses　paroles，

et　jamais　ses　paroles　n’exprimaient　autre　chose　que　la　plus　sainte　amiti6．

Mais　le　ton　dont　certains　mots　6taient　dits！1es　regards　qui　quelquefois　les

accompagnaient！　tout　autre　qu’Octave　eαt　su　y　voir　l’expression　de　la

passion　la　plus　vive．11　en　jouissait　sans　les　comprendre．

そして，「その魂がArmanceの与える幸福により魅惑されている76）」Octave

一49一



自身，及び彼と世界の関係に変化が生じる。彼は性格を変えられるのではないかと

思う」7）

Le　bonheur　tranquille　et　parfait　dont　le　p6n6trait　la　douce　amiti6

d’Armance，　fut　si　vivement　senti　par　lui　qu’il　esp6ra　de　changer　de　caract6re．

また，死にたいと思われる程の深い「絶望の時」《des　moments　de　d6sespoir

78）〉に陥ることはなくなり，以前は気が狂ったのではないかと人を不安にさせた

「あの怒りの発作」〈ces　acc6s　de　fureur79）〉も止むのである。次に，　Octave

の視線は外部へと向けられる。社交界という閉ざされた狭い世界の内においてさえ

も，従来心を打たれなかった多くの事柄を発見し，彼は驚く爵o）

Il　s’6tonnait　de　voh・dans　la　soci6tξbien　des　choses　qui　ne　l’avaient

jamais　frapp6　auparavant，　quoique　depuis　longtemps　elles　fussent　sous　ses

yeUX．

また，世界はかつて思っていた程憎むべきものでもないし，彼に敵対していないこ

とを知るに至る多D

Le　monde　lui　semblait　moins　ha了ssable　et　surtout　moins　occup6　de　lui

nuire．　Il　se　disait　que　【．．．】chacun　songeait　beaucoup　Plus　a　soi，　et　beau一

coup　moins溢nuire　au　voisin　qu’il　n’avait　cm　l’apercevoir　autrefois．［．．．】

il　s’apergut　enfin　que　ce　monde　qu’il　avait　eu　le　fol　orgueil　de　croire　arrang6

d’une　mani6re　hostileρoμr妬，　n’6tait　tout　simplement　que　mal　arrang6，

（イタリック作者，下線筆者）

ここにおいて，singulierと形容されたOctaveと世界の関係のあり方が，事実の

問題ではなく，彼の意識のレベルの問題であることが明碓となったのである。そし

て，Armanceの与える幸福により「陰気な人間嫌いはしばしば和らげられ82）」，

Octaveは他者に対してばかりでなく自分自身に対しても「公正で寛容83）」となり，

時には，「社交界の内にArmanceの与える考福な気分をすべて持込む84）」ほどに

なる。Octaveの変容を評して作者は「彼はより幸福になり，より才知がさえた85！」

と言うのだが，これは，かつての不幸な彼とは対照的に，OctaveがArmanceと

の恋愛により世界と自己との間に築いていた壁を崩し始め，Armanceを通して世
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界に向けて心を開き始めたこと，世界への指向を開始したことを意味している。

また，このことは従来のOctaveと世界の関係のあり方を示すものとして付与され

ていたsingularit6が解消されてゆくことを1翻朱している。しかしながら，い享だ世

界に対し完全には心を開いていないOctaveは時折singulierと形容されるだろう。

しかも，彼のsingularit6は彼の死の直前まで消滅することはないのである。実際，

Armanceと和解したOctaveが世界に対する態度を変え始める第双章以降，彼に

付与されるsingularit6の数が減少してゆくのだが，この事実は既に挙げた栗須公

正氏の論文において統計的に論証されているのである至6）

（3）Armanceへの愛の自覚，愛の告白（第畑章一第㎜章）

Octaveがそうとは意識しないままにArmanceに寄せる恋愛感情の幸福感に身

をゆだねる時，そこに自然の力が関与する。「焼けつくように暑い一日」　＜une

joum6e　d’une　accablante　chaleur87）〉の暮れたある晩，　And川yの丘を囲む

「美しい栗の木立」〈1es　jolis　bosquets　de　chatalgniers88）〉の間を「心地よい

微風」〈une　brise　douce89）〉が吹きぬけるなか「ゆっくりと」《1entement

90）〉散歩する時，OctaveとArmanceは’1光惚状態に陥る21）

Il　y　avait　dans　l’accent　profond　et　presque　attendri　avec　lequel　Octave

disait　ces　vaines　paroles【．．．】un　devouement　si　passionn6　pour　l’amie

（＝Armance）alaquelle　il　se　confiait　qu’θ〃εη’θπ’ρα∫1εco聯αgθdθr2∫ご∫’θ7

αμわo肋θμrdθ∫θレoかα’〃26θ痂∫孟E11ε∫’αρρ㍑アαご∫∫η71θわ7α3d’0ααyθα

1’6co〃’α1’oo〃2η～θ　rαy∫θθηθx∫α∫θ　【．．．】　1e　son　de　sa　voix　e｛1t　fait　connaitre

ason　cousin（＝Octave）toute　la　passion　qu’il　inspirait．　Le　bruissement

16ger　des　feuilles，　agit6es　par　le　vent　du　soir，　semblait　preter　un　nouveau

charme　a　leur　silence．　Octave　regardait　les　grands　yeux　d’Armance　qui　se，

fixaient　sur　les　siens．【．．．】On　vous　appelle，　dit　Armance，　et　le　ton　de　voix

bris6　avec　lequel　elle　dit　ces　mots　si　simples，　eαt　appris　a　tout　autre　qu’Oc一

tave　1’amour　qu’on　avait　pour　lui．　Mais　il　6tait　si　6tonn6　de　ce　qui　se　passait

dans　son　c（£ur，　si　toubl6　par　le　beau　bras　d’Armance　a　peine　vo丑6　d’une

gaze　l69らre　【．．．】qu”1　ηセZレα”　（1を7∫’θη∫’0η　毒　7’8η．　11壱’απ乃07∫　de　1μ∫，’1

gO擁∫α’～　1θ∫　ρZα∫∫か5　de　1’α〃20Z〃　1θ　ρ1〃∫　乃e㍑rθ㍑κ，　θ’　∫θ　1セyoμα∫∫　ρr2∫qπθ．

1．．．1il　regardait　ses　yeux　I．．．】11」85εη’α”θη〃iα2η6，’1η8ノπご30ηηα”ρ1ε∬，”

’θ∫碗側co励1θdμわoη加配κ　（イタリック筆者）
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ここにおいて，作者はArmanceのextaseと共に，　Octaveと自然，及び傍にい

るArmanceのOctaveへの愛情と，　OctaveのArmanceへの愛情を通し，彼女

をも含めた自然との融合によるOctaveのextaseを記述している。そして，　Arman・

ceとOctaveをextaseに導いているのは自然ばかりでなく，二人の交わす言葉で

はなく言葉の抑揚，声の調子，まなざし，あるいは，Armanceの官能性なのであ

る。

この直後，Octaveは，　Armanceを愛しているのだとd’Aumale夫人から指摘

され，初めて「自分の心の真の状態92）」を知り絶望に陥る。愛してはならないと

いう誓いを自ら破ったOctaveは世界に対して開きかけていた心を再び閉ざしてしま

う23）そして，彼自身Armanceを愛していること，彼女から愛されていることを

認識した時，ギリシァ旅行を口実にしてArmanceのもとを去り，二度と会わぬ決

心をする。

しかし，ギリシァ旅行の直前，Octaveはささいなことで決闘をし，瀕死の重傷

を負う。彼はそのまま死ぬこどを願い，Amlanceの名を口にし，彼女を想い浮か

べることに幸福を見出す24）

Nommer　Armance　fit　une　r6volution　dans　la　situation　d’Octave．【．．．】

Cet　instant　fut　rempli　de　d6hces．1．．．】Ah！si　j’allais　mourir，　se　dit－il　avec

joie，　et　il　se　permit　de　penser註Armance．

（死の願望とArmanceを想うことがjoieという点において等価である。）

そして，医者から死の確実さを宣告され，Octaveは初めて自分の意志でもって，

Armanceに愛を告白し，その幸福を享受する35）

Ch6re　Armance，　dit－il，　je　vais　mourir；ce　moment　a　quelques　privi1さges

1．．jje　meurs　comme　j’ai　vξcu，　en　vous　aimant　avec　passion；et　la　mort

m’est　douce，　parce　qu，elle　me　permet　de　vous　faire　cet　aveu．

（来たるべき死と愛の告白が幸福という点において等価である。）　死に向かって

歩む問（そのように彼は信じている），Octaveは幸福な時間を生きる。また，死

の切迫がその機会を与えた愛の告白により，以前にもまして心を開き，彼は自分の
一生について「筋の通った」〈raisonnable96）〉半ll断を下せるようになる。そのう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

え，愛の禁止を破った自分自身を許そうという気になる。
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が，意に反して生命力を回復したOctaveは「困惑し」〈embarrass697）〉，

「驚き」〈6tonnement98）〉　に把えられるが，葛藤の後に彼は生きることを受け

入れる。なぜなら，Armanceに心情を吐露する幸福は，従来の彼と世界との関係

を一変してしまうと思われるほどの至福だからである29）

Mais　le　bonheur　de　tout　dire　a　mademoisene　de　Zohiloff（＝Armance）

【．．．】formait　pour　cet　etre，　qui　de　la　vie　ne　s，6tait　confi6　a　personne，瑚

6’α’（1θア61ゴc漉tellement　au－dessus　de　tout　ce　qu，il　avait　pens6，　qu’∫1ガθ雄

1αη2αゴ∫1’ご｛16ε∫壱アゴθμ3ε【1θrεpr8η（ノ7ε∫ε∫ρア6ノπ86∫ε’∫α∫r競ε∬εdセμ∫rε和ゴ乱　　　　　　　　　　　　　　，

（イタリック筆者）

傷の癒えたOctaveとArmanceの間に「幸福な時」＜le　temps　du　bonheur

100）〉が訪れ，その間二人は「おそらく恋の最も甘美な魅力をなすあの限りない信

頼101）」を持つに至り，両者の間に一種の透明な空間，魂の共鳴，＜comme　une

sorte　d’6cho　qui，　sans　rien　exprimer　bien　directement，　semblait　parler

d’amiti6　parfaite　et　de　sympathie　sans　bomeslo2）〉，すなわち，「会話でも

対話でもない自発的な伝達lo3）」が生まれる。この共鳴関係のなかで，　Armance

を眼前にしたOctaveは沈黙の内で至福に身を任せる♂04）

Il　y　eut　des　soir6es　oね0ααyθ∫θ1∫yrααπ∫z4ρrδ〃2θわoη乃θπ7　dθηερα∫

ρα”θ7，ε’dθレoか／4朋αηcεα9’7∫oπ∫∫θ∫アθμx　Ces　moments　ne　furent　per一

dus［．．．】ni　pour　Armance，　ravie　de　voir　Phomme　qu’ene　adorait　s，occuper

d’elle　uniquement．（イタリック筆者）

この至福はOctaveが心を開きArmanceの世界と融合したことによる至福である。

なお，このOctaveの幸福の意識はArmanceと和解した時の幸福，　Andillyの森

で体験したextaseと同一のものであるが，彼がArmanceへの愛を自覚し，また

告白したという点において，この至福の意識がさらに密度を増しているのは言うま

でもないであろう。また，このことはOctaveが従来以上にArmance及びArman一

ceを通して世界に魂を開いていること，彼と世界の関係が従来よりも改善された

ことを意味しているのである。

（4）Armanceとの婚約，結婚，　Octaveの死（第㎜章一第㎜章）
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Octaveとの密通の疑いをかけられ危機に陥ったArmanceを救うため，彼女と
の結婚に同意して以来，彼は憂欝の発作一〈des　acc6s　d’humeur　noirelo5）〉

〈ces　acc6s　d’humeur　sombrelo6）〉一に襲われ，　Armanceにはそれが不吉

に思われる。Armanceにその理由を問い詰められたOctaveは，自分の秘密を告

白しようとするが果せない」07）

Je　vous　parlerai　comme　a　moi－meme，　dit　Octave　avec　imp6tuosit6．

11yades　moments　oh　je　suis　beaucoup　Plus　heureux，　car　enfin　j’ai　la　certi一

tude　que　rien　au　monde　ne　pourrait　me　s6parer　de　vous；η2αゴ∫，　ajouta一

t－i1．．．et　il　tomba　dans　un　de　ces　moments　de　silence　sombre　qui　faisaient

1e　d6sespoir　d’Armance．【．．．】　　　Mais　quoi，　cher　ami？lui　dit－elle，　dites一

moi　tout；ce配αご3　affreux　va　me　rendre　cent　fois　plus　malheureuse　que　tout

ce　que　vous　pourhez　ajouter．　　　　En　bien！dit　Octave【．．．】vous　saurez

tout［．．．】Aiづe　besoin　de　vous　jurer　que　je　vous　aime　uniquement　au

monde，　comme　jamais　je　n’ai　aim6，　comme　jamais　je　n’aimerai？Mais　j’ai

un　secret　affreux　que　jamais　je　n’ai　confi6　a　personne，　ce　secret　va　vous

ex　li　uer　mes　fatales　bizarreries．（イタリック作者，下線筆者）

さらに話すように促されたOctaveは自分は＜monstre＞なのだと言う。108）

1．．．1quel　est　l’homme　qui　t’adore？C’est　un襯oη∫〃a（イタリック作者）

しかし，Armanceにはその意味は通じない。また，彼は手紙でもって告白しよう

とするが，偽手紙事件109）によりできずじまいになる。結局，Octaveのすべてが

語られるには，その機会をおのれの死の内に求めねばならない。秘密の告白が失敗

に終り，心ならずも結婚したOctaveは新婚旅行の途中Armanceと別れ，ギリシ

アに向う船上で自殺する。それは決闘で死にそこなった死を再び自殺という形式に

より完全な形で生きることでもある。死はOctaveにとって，文字通り「最後の瞬

間」であると同時に「至高の瞬間」でもある。この瞬間において，彼は「すべて」

を手紙に託してArmanceに語り，また，彼女に寄せる愛情の最高の幸福感（死の

瞬間においてOctaveとArmanceの恋愛が完成されたことを意味する）に身をゆ
だねる310）

Jamais　Octave　n’avait　6t6　sous　le　charme　de　1’amour　le　plus　tendre

comme　dans　cεη20襯εη∫∫μρ7∂アηε．　Except61e　genre　de　sa　mort，ご1面oco7伽

1θわ0納ε雄dε∫0厩dかεa∫0ηオr脚ηca　（イタリック筆者）
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le　bonheurとtout　direが等価に置かれているように，死の瞬間においてOctave

とArmanceの間には初めて，〈Sans　feinte　aucune111）〉とまでは言えないにせ

よ一なぜならOctaveは自殺にっいては沈黙を守ったのだから一少なくとも，
＜la　transParence　enfin　trouv6e　112）》　という状態が実現したのである。そして，

「すべて」とはArmanceへの愛情ばかりでなく，告白できなかった秘密を含めた

「すべて」なのであり，Octaveの幸福は死の瞬間に初めて自らの意志でもって，

Arman　ce，及びArmanceを通し世界に心を完全に開いたこと，つまり自我解放

を完成させたことによる幸福なのである。

第三章結　　論

これまでOctaveの自我解放に至るプロセスをたどってきたのだが，このプロセ

スはM．Crouzetの言葉を用いるならば（私とは観点が異なるのだが）「Octave

の死への上昇113）」を成しているであろう。すなわち，Octaveと世界を隔てる障

害が除去される過程は死へ向かっての階梯なのである。まず第一に，兵士との喧嘩

によるけがは，それまで自己の内に閉込っていたOctaveの目を外へと向けさせ，

その目に愛の可能性を語らせ，OctaveがArmanceに恋愛感情を抱くのを可能に

させた。次に，決闘で瀕死の重傷を負うことにより，Octaveは恋をしないという

誓いを破り，Armanceに愛の告白をすることができた。最後に，自殺という形式に

より，Octaveはどうしても語り得なかった秘密の告白ができ，自我解放を完成さ

せることができたのである。つまり，Octaveの肉体の生命力が下降線を描くのとは

反対に彼の意識は上昇線を描き，彼の死の瞬間においてそれが頂点に達するのであ

る。Octaveの死は彼とArmanceの恋愛（彼の逆説）と，彼の自我解放を完成さ

せているのである。

Octaveは自己の不幸に絶望した時，　A㎜anceへの愛を自覚し苦悩する時114）

と，二度自殺願望を口にするが，この場合の自殺は，今問題にしている自殺とはそ　　　　　　　　　　　　　　　1

の意味が異なる。願望された自殺は世界からの逃避という消極的意味しか持ってい

ないのである。一方，実現された自殺は，Octaveと世界の関係を物語っているの

である。っまり，彼は結局は世界を完全には受け入れてはいないということを。

確かに，OctaveはArmanceとの恋愛を通し世界に対し心を開いてゆき，世界と

の関係が改善されはする。しかし，既に述べたように，Octaveはsingularit6を死
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の直前まで保持すること，115）また，彼が自殺という形式によって自我解放を実現し

たことは116）彼が世界から取込まれることを拒絶し，死によって世界との関係を超

克したことの意味に他ならないのである。ここにおいて，彼の死は，Pr6vostの言

う「安楽死117）」というよりはより積極的な意義付けが必要となるのである。Octave

の死は他のStendha1の登場人物の死，例えば，投獄されながら脱獄を拒否し，処

刑死するJulien　Sore1の死と程度の差はあれ118）相同のものであり，またJuhen

Sore1によつてその意味がより明確となるであろう。すなわち，　OctaveやJuhen

の置かれている閉塞状態は，J．　Starobinskiの言うように｝19）決して逃走不可能な

ほど堅くは閉ざされていないのだが，作者が彼等に逃走よりも死を選択させるとい

う点において，彼等の死120）はStendhal自身の世界に対する意識の問題をも提起

しているのである。

最後に，Octaveの享受する幸福の意識，及び幸福の観点からOctaveとStendha1

のidentit6の問題を考察しよう。　Armanceと和解した時，　Andillyの森でのAr一

manceとの散歩の時，愛を告白する時，　Armanceを見つめる時，最後に，死の瞬間

においてというようにOctaveは幸福を享受する。これらは，　O　ctaveがArmance

及びArmanceを通し世界に向け自我解放したことの幸福であると同時に，Arman・

ceへの愛情を通し彼女の世界との融合による幸福なのである。　Octaveの幸福の

瞬間の密度は，彼とArmanceとの恋愛の成立度合に応じて，　Armanceとの間の

transparenceが増してゆくことに並行して，つまり，彼の肉体の生命力が下降線

を描くのとは逆に増してゆく。それは，決闘で瀕死の重傷を負ったOctaveに顕著

に見てとれるであろう。そして，彼の幸福が頂点に達するのは，既に述べたように，

初めて〈son　Armance　121）〉　と言い，　OctaveがArmanceを所有し，彼女と一

体となっているように彼の死の瞬間においてなのである。Octaveが最高の幸福を

死の瞬間に生きるということが象徴的に示すように．ここからこの幸福を生きるた

めの条件が導き出されてくるであろう。まず第一に，死が物語るように，「過去」

「未来」への顧慮から切離された「現在」が意識において実現されねばならない。

また，Stendhalは死への旅路に赴く直前のOctaveを，　Armanceとの結婚に反

対する親族を説得する間，世界とは無縁な存在となったOctaveを次のように提示

するま22）

Ason　grand　6tonnement，　il　observa　l．．．】que　rien　ne　lui　6tait　p6nible；

c’est　que　rien　ne　lui　inspirait　plus　d’int6ret．　η診∫αご’　〃1（，παz4〃20ηdθ，　【，．．1
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1ε∫んo〃1η正ε∫2’α∫εη∫ρo14r　1面（1e∫6∫7θ∫d’”ηe　e∫P乙cε6〃αη9壱7θ．　Rien　ne

pouvait　r6mouvoir．（イタリック筆者）

つまり，彼の死は意識において上のように規定された死なのである。従って，意識

における社会的な事柄からの離脱が第二の条件となるであろう。最後に，死と直面

したOctaveがArmanceと一体となっていることが示すように，そこに激しい情

念，想像力の発動が要求されるであろう。すなわち，最後の条件から明らかなよう

に，またStarobinskiがそれを指摘するのだが」23）Octaveの幸福はamoりr－pas一

sionの実現された幸福なのである。そして，激しい情念，想像力の発動により幸

福が実現されるという時，それはまたOctaveの持っ独自性が幸福という点におい

て実現されたことを意味しているのである。この特性を有するOctaveを作者は，

Armanceの目を通し，不平不満を言う一方，彼のまなざしがArmanceに愛の可

能性を語りかける文脈において次のように描く♂24）

EUe，　sans　se　le　biell　expliquer，　sentait　qu，Octave　6tait　la　victime　de

cθπθ∫oπ6（1ε∫θη∫’わ∫1∫∫6磁7傭oηηαわ1θqui　fait　les　hommes　malheureux

et　dignes　d’etre　aim6s．｛加θ伽αg’ηα”oηρα∬’oηη2θ1e　portait　a　s’exag6rer

1es　bonheurs　dont　il　ne　pouvait　jouir．（イタリック筆者）

引用した第二文について，　S．Felmanは，それをOctaveのimpuissanceの
〈htote125）〉，しかも彼の「厳密に医学的テーマを言い表わすには，それについ

て語り過ぎる126）」Htoteであるという。が，第一文もまたOctaveの肉体的欠陥

のhtoteを成しているし，必要以上に語られていることがより明確に理解できるだ

ろう。なお，この一節全体がArmanceの視点で語られていることに留意したい，

またこのことがこの一節全体がhtoteである理由を説明しているであろう。Octave

がその犠牲となっている激しい感受性は不幸，及び幸福（この感受性の持主が「愛

されるにふさわしい」と言われる点において。そして，この幸福の実現はamour・

passionの実現に他ならない）の支配的要因となっている。第二文において，激し

い感受性の言い換えである激しい想像力（及び，誇張して考えるというその属性）
●　　　●　　　●　　　●

により，「享受できない幸福を誇張して考える」（傍点筆者）と，Octaveの不幸

が敷術されているのである。従って，次のように要約できる。Octaveは過剰な感

受性，想像力の持主であること（しかも，この魂の持主はくun　c㏄ur　sec，　froid，

raisonnable　127）〉すなわちくune　ame　commune　l　28）》の対極に位置付けられて
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いるのである）。また，彼の性的不能は彼自身の特性によって，すなわち，それに

よってamour－passionが実現されるくune　puissance　de　passion　et　d’imagina一

tion129）〉によって条件付けられているのである♂30，

Stendha1は50πyθη∫r∫d’βgo’∫5〃2θにおいて，　M6tildeのイメージの介入によ

ってひき起こされたfiascoの体験を語っているのだが，131）続いて，　Destutt　de

Tracyに初めて会い驚いた時の様子を彼は次のように語る♂32）

Jamais　je　n’ai　6t6　aussi　surpris．　J’adorais　depuis　douze　ans　l’∫磁0108∫θ

de　cet　homme【．．．】Il　passa　une　heure　avec　moi．　Je　1’admirais　tant　que

probablement　je　fis！ぎωco　par　exc6s　d’amour．　Jamais　je　n’ai　mδins　song6

註avoh’de　l’esprit　ou　a　etre　agr6able．（イタリック作者）

adorer，　admirer，　exc6s　d’amourの結果としてfiascoという言葉が用いられてい

ること自体象徴的であろう。そしてこれら感情の高まりが，Stendhal自身によっ

てavoir　de　l’espritやetre　agr6ableの対極に位置付けられているのである。この

対比はOctaveのune　imagination　passionn6eとun　c㏄ur　sec，　froid，　raison・

nableとの対比と相同なのである。あるいは，γfθdε∬θηrアBrπ1α7d’ ﾅは，「自分

の人生がそれらによって要約される133）」女性達のイニシァルを書く前後において，

またこれら女性達との恋愛の関連において，Stendhalは自分の気質はCabanisの

言うメランコリック型なのだと言う♂34）

J’ai　6prouv6　absolument　a　cet　6gard　tous　les　sympt6mes　du　temp6ra一

ment　m61ancohque　d6crit　par　Cabanis135）．　J’ai　eu　tr色s　peu　de　succ6s．

そして，彼は，そのイニシァルを最初に書き，少年時代の初恋の対象であった女優

Kubly夫人の姿を初めて見かけた時の様子を次のように語る（なお，　Kubly夫人

はすべて代名詞で表わされている）♂36）

Je　passais　par　la　rue　des　Clercs　a　mes　jours　de　grand　courage；1e　c（£ur

me　battait；je　serais　peut－etre　tomb6　si　je　1’eusse　rencontr6e【．．．】Un　matin，

me　promenant　seul　au　bout　de　l’al16e　des　grands　marronniers　au　Jardin　de

Ville，　et　PensantきeUe　comme　toujours，　je　l’apergus　a　l’autre　bout　du　jardin

［．．．】Je　faillis　me　trouver　mal　et，　enfin，1ερr∫∫1αルゴ∫θ，　comme　si　le　diable

m’emportait［．＿】et　j’eus　le　bonheur　de　n’en　etre　pas　apergu．　Notez　qu’elle

ne　me　connaissait　en　aucune　fagon．　VoUa　un　des　traits　les　plus　marquants
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de　mon　caract6re，　tel　j’ai　toujours　6t6（meme　avant－hier）．　Le　bonheur　de　la

voir　de　pr6s，　a　cinq　ou　six　pas　de　distance，6tait　trop　grand，　il　me　brOlait，　et

je　fuyais　cette　brαlure，　peine　fort　r6elle．　Cette　singularit6　me　porterait　assez

acroire　que　pour　l’amour　j’ai　le　temp6rament　melancolique　de　Cabanis．

（イタリック作者，下線筆者）

激しい感受性，想像力がその頂点において，激しい恐怖心，差恥心へと転移し，ま

た本来はKubly夫人の姿を見ることは幸福であるはずのところが苦痛となってい

る点において’37）de　Tracyとの初対面の時以上に，ここにおいてStendhalの特

性が表われているであろう。これらStendha1の自伝の断片の記述を通し次のこと

が浮かびあがるであろう。すなわち，感情生活において，Stendhal自身明確に

自覚し，少年時代から常に持ち続けていると主張する，過剰な感受性，想像力とい

う彼の独自性が。

既に，Octaveは激しい感受性，想像力の持主であり，この特性が彼の肉体的欠

陥を規定していると述べた。そして，Octaveの独自性が，　Stendhalが「これが

私の性格のもっとも顕著な特色の一つであり，私はいつもそうだった（一昨日でさ

えも）138）」と述べる彼自身の独自性と相同であることが明確になった今，次のよ

うに言えよう。Stendha1はOctaveの性的不能を通して，激しい感受性，想像力

という彼自身の存在の一恒常的特性（彼はそれをくma　mani色re　d・aller　a　la

chasse　du　bonheurl39）〉または〈caract6re　140）〉と呼ぶ）を表現している。

Octaveの肉体的欠陥はStendhalの独自性が不幸という点において小説の内に転

移された一表現であると♂41）従って，Octaveについて，「彼には，　une　ame

communeだけが欠けていたのだ142）」と語ることによって，彼の魂をame　sen一

sibleに位置付けるStendha1の意図が理解できるであろう。

Stendhalは自分の恋愛について次のように語る。「私はCabanisが記述したメ

ランコリックな気質のもつあらゆる徴候をそのまま実感した。私はごく少数の成功

しか収めなかった143）」と。このように，彼はその特性の故に多くの不幸を体験し

ているのだが，果して彼はOctaveを通して幸福な自己を完全に実現しているであ

ろうか。確かに，Octaveは死の瞬間において激しい想像力の媒介によるamour一

passionの幸福を享受する。が，　OctaveとArmanceとのtransparenceは牢獄に

おけるJuhenとRenal夫人とのそれよ．り程度において劣り，また，　Octaveの死
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●

もJuhenのそれよりは程度において劣ると既に述べたように，　Octaveの幸福は

相対的なものであった。この作品において，　Standhalは自己の存在の恒常的なあ

り方を幸福という点において完全には実現していないのである。それが完全に実現

されるにはムεRo祝gεθ’1εノVoゴ7を待たねばならないのである。

註

1）テクストは次の版による。痴〃2αηcθin　Romans　et　Nouvelles　de　Stendhal，

t．L　6dition　6tabhe　et　annot6e　par　Henri　Marttneau，　Bibliothさque　de　la

P16iade，　Ganimard，1952．（以下・4濫と略す）

2）痴，pr6face，　p．　l　l．なおOctaveの秘密とは，彼が性的不能者であることを

指す。

3）Martineauはこの手紙を「それがないとオr7ηαηcθという物語は空白で一杯

になってしまうだろう」価’d．，pr6face，　P．14．）と評価し，重要視する。G．　G色

netteの場合，より断定的である。　＜【．．Jce　roman　constitue　l’exemple

peut－etre　unique　dans　toute　la　htt6rature　d’（£uvre　a　secret，　dont　la　clef　se

trouveαご〃θμ7∫’asavoir，　dans　une　lettre　a　M6rim6e　et　dans　une　note　en　marge

d，un　exemplaire　personnel，　qui　affirment　d’une　maniらre　formeUe　rimpuissance

d’Octave．〉（G．　Genette，＜Stendhal＞in　Fllgπ7θ5〃l　Seui1，1968，　p．173．）

4）　　ノ4r．，　pr6face，　p．13．

5）’わ∫d．，pr6face，　P．11．なお，彼はClassiques　Gamier版．47アη伽Cθにおいて

も，これと同じ一文でもって序文を開始しており，序文の内容もPl6iade版とほ

ぼ同じである。（c£湖r〃～αηcε，Introduction　d’H．　Martineau，　Classiques　Gamier，

1950．）

6）　∫わ∫d．，chap．　XXIX．　p．175．　MartineauはOctaveのこの言葉を聞いて，A「
●　　　●　　　●

manceばかりでなく（事実，彼女にはその意味が理解できない），「前もっ
・　　　　●　　　　・　　　　●　　　　・　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●

て何も知らされていない読者も理解できない」（’わ∫d．，pr6　face，　p．16．傍点筆者）

と言うのだが。また，H．－F．　Imbertは上記のM6rim6e宛の手紙を念頭におき

つつ，＜Et　pourtant，　si　ron　fait　le　compte　des　manifestations　du　mal　d’Octave，

elles　se　r6vさlent　vraiment　peu　concluantes！〉　（！4〃ηαぬcθ，　Pr6face　d’H．・F．

1mbert，　Gamie卜Flammarion，1967，　P．12．）と言い，続けて，本文でも挙げた
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＜monstre＞以外のOctaveのimpuissanceのmanifestationを例に挙げながら

も，＜11n’en　reste　pas　moins　que　ces　divers　616ments　ne　suffisent　pas　a　orienter

1’imagillation　du　lecteur　avec　pr6cision．〉（め∫d．，　P．12・）　と言う。とりあえず

以下に＜monstre＞に関する主要辞書の定義を挙げておこう。

σアαηdLαroπ∬εdθ1α1ση9μεかαηραど∫θ：etre　organis6　dont　la　conformation

s，6carte　du　type　de　respece　par　des　anomalies　importantes

LθRoわθ7’：　indjvidu　de　conformation　insolite　par　exc6s，　par　d6faut　ou　par

positioll　anormale　des　parties

五∫π76：　corps　organis6，　anima1，0u　v696tal　qui　pr6sente　une　collfbrmation

insolite　dans　la　totaht6　de　ses　parties，　ou　seulement　dalls　quelques－unes

d’entre　eUes．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

7）　　’ゐゴ（1．，pr6face，　p．14．

8）J．Pr6vost，加（ン6α∫∫oηo加23’θη｛1加乙Mercure　de　France，1951，　P．228．

9）　　ゴわ’d．，p．228．

10）　　∫わゴd，p．228．

11）　H．。F．　Imbert，加〃6’αη207助o∫8　dθ1α1めεπ6，　Jos6　Corti，　1967，　PP．

379－380．

12）・47耀αηoθ，Pr6face　d’A．　Hoo9，　Co1L＜fbho＞，　Gallimard，1975，　P．18．

13）　め’（乳，p．21．

14）　H．－F．Imbert，　oμcゴ’．，　P．381．

15）M．Bardecheの場合，より断定的である。＜En　1826，　Stendha1，　pr6一

occup6　essentiellement　de　dresser　le　tableau　de　la　soci6t6　aristocratique　e11

France，　s’㎞t6ressant　avant　tout　a　la　htt6rature　sat廿ique　et　descriptive，　ne

cherche　dalls　le　roman　que　le　moyen　de　faire　une　pe元nture　satirique　des

moeurs．〉　（Bard6che，3’6η（漁α1　Ro彫αηごfθ7，　La　Table　Ronde，1947，　P．133．）

ImbertやBardさcheの他にV．　Brombertも同じ観点から作品解釈を試みて
いる。（V．Brombert，∫’εηdhα1，戸α∫oηαηd酌8酌θη2ε∫oブ〃εθ40η2・the

University　of　Chicago，1968，　PP．55－56．）

16）H．－F．Imbert，　oρ．　o∫乙，　p．400．　BardらcheとBrombertもまた同じ見解を示

している。　（Bardさche，　oρ．　c肱，　P．140．　Brombert，01λc紘，　P．56．）

17）　　∫わゼ．，p．404．

18）ここで言う「世界」とは「諸関係の総体としての世界」という意味であり，
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Pr6vostの言う「諸々の事柄の総体」と相同であろう。

19）　Pr6vost，　oρ．　o鉱，　P．228．

20）　∠47．，chap．　III．　p．47．

　　　　　　．
Q1）　’ゐゴd．，chap．　III．　p．47．

22）　め∫d．，chap．　XV．　p．108．

23）　め’d．，chap．1．　p．36．

24）　∫わ∫d．，chap．1．　p．36．

25）例えば，　〈Octave　semblait　misanthrope　avant　1’age．〉（ごわf（乳，　chap．

1．p．36．）と作者は言う。

26）例えば，’〈J’ai　par　malheur　un　caract6re　singulier［＿］〉（∫わ鼠，　chap．

1．p．34．）とOctave自身，自己のsingularit6を自覚する。

27）例えば，＜Il　aurait　voulu　passer　quelques　ann6es　dalls　un　r6giment，

ensuite　donner　sa　d6mission　jusqu’a　la　premi6re　guerre　qu’il　lui　6tait　assez

6gal　de　faire　comme　lieutenant　ou　avecle　grade　de　colonel．　Cづest　un　exemple

des　s㎞gularit6s　qui　le　rendaient　odieux　aux　hommes　vulgaires．〉

（∫わ泓，chap．1．　p．29．）と作者は言う。

28）例えば，Octaveに向い母親はくtes　id6es　singuH6res》（∫わ’d．，　chap．1．　p．

35．）と言う。

29）例えば，Octaveに向い母親は＜ce　goOt　singulier＞（ゴわ’d．，　chap．1．　P．34．）

と言う。

30）例えば，＜le　mystere　de　cette　reverie　profonde　et　souvent　agit6e＞

（め∫（1．，chap．1．　p．36．）。

31）例えば，Octaveは＜une　mani6re　de　sentir　originale＞　　（∫わ∫d．，　chap．

XXVIII．　p．169．）の持主であると父親に評される。

32）作者は次のように言う。　＜peut－etre　quelque　principe　singulier，

profolld6ment　empreint　dans　ce　jeune　c（£ur，　et　qui　se　trouvait　en　contra・

diction　avec　les　6v6nements　de　la　vie　r6ele，　tels　qu’mes　voyait　se　d6velopper

autour　de　lui　L．．】〉　（ゴ配d．，　chap．1．　P．30．）。　そして，このprincipe

singulierがOctaveの意識の奥底において，意識の表面に現われる彼のsingu一

lariteを規定・しているのである。

33）例えば，《cette　ame　sipguhさre》（∫玩d．，　chap．1．　p．37．），　＜un　etre　aussi

fort　et　aussi　singuher＞（∫配d．，　cllap．1．　P．37．）と，母親に形容される。
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34）なお，Octaveのsingularit6に関して詳しくは次の論文を参照されたい。

Kosei　Kurisu，＜Id6e　de　la　s㎞gularit6　dans・47〃2αηcεde　Stendha1＞ill　E如d8∫

4θLαη8μθθ’L∫π67α加7θFアαη4αゴ∫θ∫，N°28，1976．

35）　H．－F．Imbert，　oP．　oゴム，P．400．

36）　∫わ∫6『．，p．414．

37）　、47．，chap．　XXVIII．　p．169．

38）　めゴd．，chap．1．　p．36．

39）　ゴわ∫4．，chap．1．　p．30．

40）　∫わ∫d．，chap．　II．　p．42．

41）　　ゴわご（1．，chap．　II．　p．43．

42、　　めゴd．，chap．1．　p．32．

43）　ゴZ）∫o『．，chap．1．　p．35．

44）　「性格」は例えば，　＜Cette　jeune　fiUe　avait　un　caract6re　singuher》価∫d．，

chap．　V．　p．56．）と言われる。

「感受性，行動」はく【＿】ce　que　1’㏄il　de　la　haine　aurait　pu　d6couvr廿de

1696rement　singuher　dans　sa　malliere　d’etre　frapp6e　des　6v611ements，　et　meme

dans　sa　conduite》（伽d．，　chap．　V．　P．57．）と言われる。

「容貌」はくun　singuher　m61ange　de　la　beaut6　drcassienne　la　plus　pure　et

de　quelques　formes　allem｛mdes㎜peu　troP　Prononc6es＞（’わ∫d．，　chap．　V．　P．

．58．）と言われる。

「まなざし」は・＜un　regard　singuher＞価fd．，　chap．　V．　P．58．）と表現され

る。

なお，Arman　ceのsingularit6に関して詳しくは上掲のKosei　Kurisu，

＜Id6e　de　la　s血gularit6　dans．47〃2αηcθde　Stendha1＞　　㎞E’z44ε∫【」θ五ごzη8z4εε∫

加’6rα’雄θFアαηρα∫∫θ∫や同氏のくArmance，　Mina　de　Vanghel，　Mathilde　de　la

Mole，　Le　th6me　de　la　singularit6　chez　les　h6rofnes　stendhahenlles＞㎞3’θη｛1加1

C1め，　NQ　74，1977．を参照されたい。

45）　め∫d．，chap．　V．　p．58．

46）Kosei　Kurisu，＜Id6e　de　la　singularit6　dans．47〃2αηoθde　Stendha1》in

E’z4　dlε∫dlθLαη8初θθ’Lゴπ珍rごπz〃θFアαη¢α∫∫θ∫，1訂028，1976，　p．42．

47）∫わ∫d．，PP．42－43．栗須氏はanalogieによりと言うのだが，具体的に言えば，

天使への比喩の他に，singuh6reと形容されるArmanceの現実に対する態度は
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Octaveと軌を一にする。例えば，作者は，　Armanceが18才になるかならない

うちに多くの不幸を体験したためだと言い，次のように述べる。＜C’est　pour

cela　peut－etre　que　les　petits　6v6nements　de　la　vie　semblaient　ghsser　sur　son

ame　sans　parvenir註r6mouvoir．　Quelquefois　il　I1’6tait　pas　impossible　de　hre

dans　ses　yeux　qu’elle　pouvait　etre　vivemellt　affect6e，　mais　on　voyait　que　rien

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　」　＿р?@vulgah°e　ne　parviendrait註1a　toucher＞　（めゴd，　chap．　V．　P．56．）．

48）　G．Mouillaud，ムθRoπgεα1εノVoか，1θアo～ηαηρo∬ゴわ1ε，　Larousse，1973，　p，

79．

49）　ノ1r．，　chap．　XV．　P．108．

50）　ゴわ∫d．，chap．　XV．　P．108．

51）　　め∫d．，chap．　III．　p．47．

52）　　ゴわ∫（1．，chap．　III．　P．48．

53）　晒∫（1．，chap．　IV．　p．52．幽

54）　ごわ’d．，chap．　IV・P．53．

55）　∫わ∫d．，chap．　IV．　p．53．

56）　ごわ’d．，chap．　V．　p．54．

57）　∫わ’d．，chap．　V．　p．55．

58）　∫ゐ∫d．，chap．　V．　p．55．

59）　∫わゴd．，chap．　V．　p．55．

60）　め∫（」．，chap．　V．　p．55．

61）　ゴわ’d．，chap．　V．　p．55．

62）　∫わ∫d．，chap．　V．　p．62．

63）　fわゴd．，chap．　IV．　p．52．

64）　∫わ厄．，chap．　V夏．　p．68．

65）　め’dl．，　chap．　VI．　p．69．

66）　’わ∫d．，chap．　VII．　p．71．

67）　∫わ’d．，chap．　VII．　p．71，

68）　め∫d．，chap．　VII．　p．71．

69）　∫わ’d．，chap．　VII．　p．71．

70）　あ’d．，chap．　VII．　p．70．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹

71）’加d．，chap．　VII．　p．75．このOctaveの反応に対し，二人の関係を明らかに

するために，Armanceのそれをより詳しく検討してみよう。彼女がOctaveへ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ
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、

の愛情をくmon　fatal　secret》，＜mon　fatal　amour＞と呼ぶこと自体意味がある

のだが，愛を自覚した時，彼女は次のように考える。　＜11faut　61ever　une

barri6re　6temelle　entre　Octave　et　moL　II　faut　me　fa廿e　religieuse，　je　chois廿ai

rordre　qui　laisse　le　plus　de　sohtude，　un　couvent　situ6　au　milieu　de　montagnes

61ev6es【・．．】La　jamais　je　n’entendrai　parler　de　lui．〉⑰∫d，　chap。　VII．　P．71．）

あるいは＜cette　passion　affreuse＞は次の文脈において用いられる。＜L’aimais・

jedonc　sans　le　savoir？　1’ai→e　toujours　aim6？　Ah，　il　faut　arracher　de　mon

c㏄ur　cette　passion　affreuse．〉価∫d．，　chap．　VII．　P．71．）二人の反応を比べるな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

ら，ArmanceはOctaveの分身という関係が明らかになるであろう。むしろ，

Octaveを意識のレベルの存在とするなら，　Armanceは彼の無意識のレベルの

分身と言えるであろう。なぜなら，上のArmanceの反応は，形こそ異なるにせ

よ，OctaveがArmanceへの愛を自覚し，葛藤に苦しむ時の反応であるからだ。

72）　∫配d．，chap．　IX．　p．80．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

73）　∫わゴ6『．，chap．　IX．　p．81．

74）　∫わ∫4．，chap．　IX．　p．82．

75）　fわごd．，chap．　Xm．　p．99．

76）　め’4．，chap．　IX．　p．82．

77）　∫わ∫（1．，chap．　IX．　p．81．

78）　　ごわf4．，　chap．　IX　p．81．

79）　ゴわゴd．，chap．　IX．　p．81．

80）　の∫6『．，chap．　IX．　p．81．

81）塀d．，chap．　IX．　pp．81－82．また，他の箇所において，　Octaveはそれまで

の彼と世界の関係を，雨の降る中をカサもささずに歩き，天候に腹を立てる人間

に自分をたとえている。＜【…lau　lieu　de　prendre　un　parapluie，　je　m’irritais

fo皿ement　contre　1’6tat　du　cie1，　et【．．．】je　m’imaginais　que　la　pluie　tombait

expr6s　pour　me　jouer　un　mauvais　tour．〉（め∫d，　chap．　X．　p．84．）

82）　fわfd．，　chap．　XIII．　p．99．

83）　ゴわゴd．，chap．　XIII．　p．99．

84）　め∫4．，chap．　XIII．　P．99．

85）　fわf（」．，chap．　IX．　p．81．

86）　Kosei　Kurisu，　oρ．　c肱，pp．33－34．

87）　ノ17．，chap．　XVI．　p．109．
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88）　∫わ∫（1．，chap．　XVI．　P．109．

89）　∫わ’d．，chap．　XVI．　P．109．

90）　∫わゴd．，chap．　XVI．　p．109．

91）　’わ’d．，chap．　XVI．　pμ110－111．

92）　めごd，，chap．　XVI．　p．112．

93）この時，Octaveは逆に，世界が自分にとって閉ざされたと感じるのである。

＜Le　monde　d6sormais　6tait　ferm6　pour　luL＞（∫房d．，　chap．　XVIL　p．112．）っ

まり，singuherと形容される彼と世界の関係が一時的にせよ復活する。

94）　∫わ∫dl．，　chap．　XXI．　p．134．

95）ゴわ∫d．，chap．　XXIII．　p．140．　Octaveの告白をArmanceは，彼の愛を，

＜amiti6》⑰∫d．，　chap．　XXIII，　P．141．）と呼び，また彼の傷が癒えた場合，絶

対に結婚の話をしないならという条件でもって，受け入れる。　これに対し，Oc・

taveは〈Quelle　6trange　condition！〉⑰∫d．，　chap．　XXIII．　P．141．）と言いな

がらも，　Armanceの提案を受け入れる。このArmanceの反応を見るならば

彼女がOctaveの無意識の願望を実現している点において，彼女がOctaveの無

意識のレベルの彼の分身であるという性格がより明確になったであろう。

96）　fわ∫（1．，chap．　XXIII．　P．143．

97）　ゴわごd．，chap．　XXIII．　p．143．

98）　∫わゴd．，chap．　XXIII．　pp．143　et　144、

99）　’わ∫dl．，　chap．　XXIII．　p．144．

100）　のゼ．，cllap．　XXIX．　p．173．

101）　め∫（1．，chap．　XXIV．　p．149．

102）　め∫d．，chap．　XXIV．　pp．150－151．

103）　J．。P．　Richard，＜Conllaissance　et　Tendresse　chez　Stendha1》血L”∫診zα加7θ

θ∫3εη5α∫∫oη，Seuil，1954，　PP．60－61．

104）　．4r．，　chap．　XXIV．　p．153．

105）　’わゴd．，chap，　XXIX．　p．172．

106）　∫わ∫dl．，　chap．　XXIX．　p．173．

107）　∫わ∫d．，chap．　XXIX．　P．174．　Octaveは他の箇所で秘密を，《cette　parole

fatale＞価∫d，　chap．　XXIX．　p．177．）と言い換えている。

108）め’d．，chap．　XXIX．　P．175・Armanceはこの言葉を殺人者〈un　assass血〉

（∫わfd．，　chap．　XXIX　pp．176　et　l　77．）の意味に，＜monstre＞をsens　figur6
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のレベルで理解する。Octaveが自己のimpuissanceをそうとは言わずに《mo器

tre＞と言い，性的不能を意味する＜monstre＞が，登場人物からさえも両義

的に解されたことにより，彼の性的不能は両義性を獲得する。そして，彼の性的

不能を中心に，テクストは両義性を獲得するのである。

109）H．－F．ImbertやS．　FelmanはOctaveの自殺の主なる動機を偽手紙によ

るArmanceの裏切りに求めている（H．－F．　Imbert，　加〃6’α〃207助038　dθZσ

励eア飴，Jos6　Cortち1967，　P．440．　S．　Felma11，　Lα＜丑）Zfε＞dαη∫Z’oeμvアθ

70〃2αηθ5卿θ4θ3’θηd加1，Jos6　Corti，1971，p．153．）。確かに，手紙を読んだ

Octaveが＜Je　me　su丞tromp6；il　ne　me　reste　qu，a　mourir＞（・4ア．，　chap．　XXX．

p．183．）と反応し，筋の展開を見る限り，Armanceの裏切りが彼の自殺の直接因

となっており，Imbertが＜Suicide　d’amour＞（oρ．　c∫’．，　P．440．）と定義すること

は納得できるかもしれない。だが，この偽手紙のエヒ゜ソードが，Octaveの告白の失

敗の後に位置付けられていることを考慮に入れるならば，Armanceの裏切り（そ

れが真実であれ，そうでないにせよ）は，Octaveがそれを信じたという点におい

て，彼の無意識の願望が実現したものと言えないであろうか。

110）　、4r．，　chap．　XXXI．　p．189．

111）　G．Mouillaud，　oρ．　o∫ム，　P．146．

112）　砺4．，p．146．　Mouillaudは牢獄内のJuhen　SorelとRena1夫人との関係に

関して，＜Sans　feinte　aucune＞とともに，この言葉を用いているのだが，　trans一

parenceについては，死の場面におけるOctaveとArmanceの関係にあては

められるであろう。確かに，Octaveは自分の死が自殺であることについては沈

黙を守っているのだが，彼の死を聞いたArmanceの反応を，《Le　genre　de　sa

mort　ne　fut　soupgonn6　en　France　que　de　la　seule　Armance＞⑰’d．，　chap，

XXM　P．189．）と作者が書く時，二人の間に成立している暗黙の了解が示唆さ

れていないだろうか。いずれにせよ，　transparenceと言っても，　Octaveと，

ArmanceとのtransparenceはJuhenとRena1夫人とのそれよりは程度の異な

る，より明確に言えば，程度の劣るtransparenceなのである。従って，＜Sans

feinte　aucune》はOctaveとArmanceには留保しなければならないのである。

113）M．Crouzet，＜Le　R6el　dans、4rη1αηcθ，　Passion　et　soci6t60u　le　cas　d，Octave：

6tude　et　essai　d，interpr6tation》㎞Le　R2εZαZe　Tεxご8，　A．　Co㎞，1974，　p．93．

Crouzetは，性的不能者でありながら恋に陥るOctaveのArmanceへの罪の償

いの過程という視点から，この言葉を用いている。
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114）　．4ア．，chap．　XVII．　p．115，　et　chap．　SVIII．　p．118．

115）具体的に言えば，Octaveの最後のsingularit6は，死の直前彼が遺書をした

ためる際に現われる。　＜111aissait　tout　ce　dont皿pouvait　disposer　a　sa

femme，　sous　la　conditionわ伽77θqu’elle　se　remarierait　dans　les　villgt　mois

qui　suivraient　son　d6c6s．》（∫わ鼠，　chap．　XXXI。　p．189．イタリック筆者）

116）FelmanはOctaveの自殺を，「彼のdiff6renceを解消するために」と言う

（S．Fe㎞an，　oμcゴ∫．，　P．209．）。しかし，　O　gtaveが死の直前までs血gularit6

を所有し，死の瞬間において自我解放を完成させたことそれ自体，Octaveの自

己実現を，彼のdiff6renceの実現を意味しているのであり，　Fe㎞anの指摘は適

切さを欠いていると言えるであろう。

117）J．Pr6vost，　op．　of’．，　pp．260　et　363．但し，　Pr6vostはOctaveばかりでな

く，Juhen，　Fabriceの死をも「安楽死」と呼ぶ。

118）Octaveの死後Armanceは修道院に入るが，　Juhenの死後Rena1夫人は

三日後に死ぬという点において。つまり，Julienは自分の死にRena1夫人を巻

込んでいるが，Octaveはそうでないという点において程度が異なる。

119）　J．Starobinski，＜Stendhal　Pseudonyme＞h1、乙℃Eゴ1　yゴyαηちGallimard，

1961，p．199．

］20）既に，117）で述べたように，Pr6vostは，　Octave，　Juhen，　Fabrice達の

死を「安楽死」と名付け，三人の死を相同なものとみなしている。また，Mou丑・

1audは，登場人物達の死をStendhalの世界観との関連において考察すること

の重要性を次のように語る。＜1．．．】Que　cette　fin，　dans　les　trois　romans

achev6s　de　Stendha1，　soit　la　mort　du　h6ros，　n’est　pas　n6cessairement

㎞pliqu6　par　les　lois　du　genre．　皿faudra　la　rattacher　a　d’autres　aspects　de　la

vision　stendhalienne　du　monde，　au　refus　de　mener　jusqu’au　bout　la　transfor・

mation　des　personnages，　de＜peut－etre》au〈n’6tait－ce　que　cela？〉，de

．rerrance　a　la　rentr6e　dans　la　norme．〉（Mouillaud，　oμc瓦，　P．73．）Mouillaud

もまた，三人の死を同格に扱っている。一方，私が，本論において特にStendhal

の世界に対する意識の問題との関連において，Fabriceの死を除外したのは，彼

の死が他の二人の死とその意味が異なると考えるからである。死の意味の相違に

っいては，後の機会に述べたいと思う。

121）．47．，chap．　XXXI．　p．189．　　　　　　　　　　　　　　　　　’

122）　∫わf（1，，chap．　XXXI．　p．187．
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123）　」．Starobinski，　oμcゴ∫．，　P．200．

124）．47．，chap．　III．　P．48．なお，　Felmanは指摘していないのだが，この一節は

Octaveの不幸という点において両義的である。喧嘩で傷っいたOctaveはA卜

manceに次のように言い，不平不満を言い終える。　＜Ah！si　le　ciel　m’avait

fait　le　fils　d’un　fabricant　de　draps，　j’aurais　travam6　au　comptoir　d6s　l’age　de

seize　ans　l．．．】j’aurais　moins　d’orgue丑et　plus　de　bonheur．．．Ah！que　je　me

d6plaisゑmoi。meme！．．．〉（め鼠，　chap　III．　p．48．）過剰な感受性による不幸と

は，Octaveが自分の不幸は貴族の一員として生まれたことにあり，貴族である

ことへの強いうぬぼれにあると考えること，及び貴族であることへの彼の抱く激

しい嫌悪感に対応する。また，享受できない幸福を誇張して考える不幸とは，ブ

ルジョァ階級に生まれたら，何と幸福であろうと彼が考える点に対応する。そし

て，本文で引用した一節に続いて，作者はArmanceの目を通し次のように言う。

＜S’il　e負t　regu　du　ciel　un　c（£ur　sec，　froid，　ra盤onnable，　avec　tous　les　avantages．

qui’il　r6unissait　d’ailleurs，　il　eOt　pu　etre　folt　heureux．　11　ne　lui　manquait

qu’une　ame　commune．》（めゴd，　chap．　III．　P．48．）　もし，　Octaveがほかに持

っている多くの長所と合わせて，＜un　c㏄ur　se　c，　fmid，raisomable＞を，すなわ

ち，＜une　ame　commune＞さえ持ち合わせていたなら，何も思い迷うことなく

貴族であることの幸福を享受できるであろうにと。Octaveの不幸のもう一つ

の意味は，言うまでもなく，彼の性的不能に根差す不幸である。

125）S．Fe㎞an，　oμof’．，　p．170．

126）伽d．，p．170．但し，「必要以上のこと」と言う場合，　Fblmanにはamour一

passionの視点が欠落している。

127）　・4ア．，chap．　III．　P．48．

128）　’わ∫（1．，chap．　III．　p．48．

129）Fe㎞an，　oμcゴ乙，p．171．

130）StendhalはDε距η20π7のDes　fiasco　という章において，　amou卜pas一

sionの只中にある男がfiascoに陥る様を次のように語る。＜Pour　peu　que　vous

ayez　de　passion　pour　une　femme，　ou　que　votre　im置gination　ne　soit　pas

6puis6e，　si　elle　a　la　maladresse　de　vous　dire　un　soir，　d’ull　air　tendre　et　interdit：

Venez　demain溢midi，　je　ne　recevrai　personne，　par　agitatioll　nerveuse　vous　ne

dormirez　pas　de　nuit：1，0n　se　figure　de　mille　maniさres　le　bonheur　qui　nous

attend；1a　mati116e　est　ull　suppHce；ellfin，1’heure　sonne，　et　il　semble　que
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chaque　coup　de　l，horloge　vous　retentit　dans　la　diaphragme．　Vous　vous

acheminez　vers　la　rue　avec　une　palpitation；vous　n’avez　pas　la　force　de　faire　un

pas．　Vous　apercevez　derriさre　sa　jalousie　la　femme　que　vous　aimez；vous

montez　en　vous　faisant　coura　e．．．et　vous　faites　le加∫co♂∫1ηα9ゴηα’ゴoη．〉

（Stendhal，1）θ1加ηoπア，　texte　6tabli　par　H．　Marthleau，　Classiques　Gamier，

1959，p．337，イタリック作者，下線筆者）これは，　O　ctaveの性的不能が激しい

情念，想像力によって規定されている点と相同である。想像力を媒介とする

amour－passionにおいて，幸福と不幸は相対立する関係にあるのではなく，むし

ろ表裏一体の関係にあることが理解できるであろうし，　Octaveの性的不能の

htoteがこのことを顕著に示しているであろう。　Imbertは，　O　ctaveの問題に関

．して，De肋〃20躍のDes　fiascoに言及するととは，＜ce　guepier　de　la　critique

stendhahenne＞に陥ることだと言う（Armance，　Pr6face　d’H．－F．　Imbert，　Garnier

Flammarion，1967，　p．13．）。果してそうだろうか。重要なのは，　Stendhalが

、いかなる文脈において問題を論じているかを見極めることなのである。

131）50πyεηゴァ∫dl雪go’∫∫配8，血OEuvres　Complらtes　de　Stendhal，　Cercle　du　Bibho・

phne，1970，　chap．　III．　p．29．

132）ゴわ∫d，，chap．　IV．　p．33．

133）レ7θde飽ηηB7π1α7d，　in　OEuvres　Comp16tes　de　Stendhal・Cercle　du

Bibhoph皿e，1968，　t．1．　chap．　II・P・19・

134）　∫ゐゼ．，t．1．　chap．　II．　p．19．

135）Cabanisはその著書Rαρpoπ∫伽ρ妙∫∫9麗ε’伽〃207α1　dθZ’ho〃2醒εの，

Sixiらme　m6moh・e；　De　l’influence　des　temp6raments　sur　la　formation　des

id6es　et　des　affections　moralesにおいて，　le　temp6rament　m61ancoliqueにつ

いて次のように記述する・　＜【＿1Chez　le　m61ancolique，　des　mouvements

g6n6s　produisent　des　d6term㎞ations　pleines　d’h6sitation　et　de　r6serve二　1θ5

3θη∫伽θη’∫∫oη’76／16c乃‘∫，　les　volont6s，　ne　semblent　aUerゑleur　but　que　par　des

d6tours．・4加5ゴ，　Zθ∫αρρ6’鉱∫，　o〃1e∫d2∫か∫（加η2《委1αηco1ゴqπθ，ρ7θηζJroη∫ρ1zπ∂’1θ

c〃αα乙rθdθZαρα∬∫oηq初εcθ妬（ノθわθ50∫η∫souvent　meme　le　but　v6ritable

semblera　totalement　perdu　de　vue：L’impulsion　sera　donn6e　avec　force　pour

un　objet，　eUe　se　dhigera　vers　un　objet　tout　diff6rent．　Cセ3∫αごη3∫，ρα7εxεη2ρ1ε，

9祝θ1セ脚μ7，qめε∫πoπ10μ7∫πηεα．肋∫7θ3壱漉㍑∫θρoπr　1θη2診伽co1姻θ，ρθ観

ρ7εηd7ε　o乃θ21初∫ηz∫〃ε1br〃1θ5　dごyθ7∫ε∫qui　le　d6naturent，　et　deven廿enti6re一
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ment　m6connaissable　pour　des　yeux　qui　ne　sont　pas　familiaris6s溢le　suivre　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

dans　ses　m6tamorphoses【．．．】》（Cabanis，　Rαρρ07該5伽助ア吻祝θθ’4πη207α1

dε洗o配醒ε，Charpentier，1855，　t．1．　P．331．イタリック筆者），Cabanisの記述

から判断するなら，メランコリック型気質の人間は，「感情が屈折し」，「欲望

が欲求よりも情念という形を取り」，「恋愛が多くの形を取り得る」という点に

おいて，過剰な感受性，想像力の持主であると言えるであろう。

136）7∫θdε∬θη7アBア麗Zα7d，　t．II．　chap．　XXIV．　pp．59－61．この少年Henri　Beyle

がKubly夫人の姿を見かけた時の彼の内面の動揺と，上述のDθ海用oπ7にお

いて，＜Vous　faites　le　fiasco　d’㎞agination》と言われた男の愛人に会いに行く

時のそれはamour－passionが不幸な結果に終る点において相同である。なお，

Stendhalはこの引用の終りにおいて，「恋愛に関しては（……）」と語ってい

るのだが，既にde　Tracyとの初対面の時の例でもみたように，　Stendha1のこ

の特性は尊敬し，熱愛する人々の前に出た時の彼に共通のものなのである。彼は

自伝において次のように語るであろう。　＜［．．．】Ces　trois　hommes　ont

poss6d6　toute　mon　estime　et　tout　mon　cceur，　autallt　que　le　respect　et　la

diff6rence　d’age　pouvaient　admettre　ces　communications　qui　font　qu’011

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一≠奄高?D　Meme　j’6tais　avec　eux，　comme　je　fus　plus　tard　avec　les　etres　que　j’ai

trop　aim6s，　muet，　immobile，　stupide，　peu　aimable　et　quelquefois　offensallt

註force　de　d6vouement　et　d’absellce伽醒〇二　Mon　amourpropre，　mo11

int6ret，　mon　moi　avaient　disparu　ell　pr6sellce　de　la　perso1111e　aim6e，

j’6t田s　transfo㎜6　en　eUe，》（7∫θdε飽η7アβ耀Zαアd，　t⊥chap．　II．　p．29。イタリ

，ック作者）　そして，彼の特性は，ある場合，すなわち，愛する女性の前に立っ

時，Kubly夫人を見かけた場面が示すように，激しい恐怖心，差恥心の形をとっ

て現われるのである。

137）それはまたOctaveの特性でもある。　Armanceに裏切られたと信じ，死を

決意したOctaveは，彼女の前に立った自己を，すなわち，差恥心のため愛想の

良くなかった自己，彼女に対し恐怖を感じた自己を次のように回顧する。＜1．．．】

」εガ6∫α∫∫ρα∫！bかρ0配7ρZα∫rθaoθ9πεノε7θ∫ρεC’θ．　ノ1ρρα7ε脱脚θ配9π’㍑ηε

，∫η～∫（1∫，6〃1α疏θμ7θπ5ε〃2θ7θηdかゼ∫∫ε，ρεμαゴ〃2αわ1θ，quand　je　d6sh幽e　passionn6一

mellt　de　plaire．・47醒αηcθη2セ’oμノoμz∫ル∫’ρθ礁Je　Ile　1’ai　jamais　apProch6e

sans　sentir　que　je　paraissais　devant　le　maftre　de　ma　destin6e．〉（．4乙，　chap．

XXX．　P．186．イタリック筆者）OctaveがArmanceに対して抱いた恐怖心は

@　　　　　’
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両義的である。っまり，愛する女性の前に立っ時の恐れ，また，性的不能者であ

りながらOctaveがそうとは意識しないうちに彼の愛情の対象となった，「自分

の運命の主人」となったArmanceへの恐れと。　Fe㎞Imは後者をく1’ango丞se　de

1’impu醜an　ce》（oμc∫∫．，　P．172．）と呼ぶ。

138）　レ㌃θ（1θ11θη7アBアz4Zα7d，　t．II．　chap．　XXIV．　p．59．

139）　fわゴ｛1，t．1．　chap．　III．　p．44．

140）　fわ∫dL，　t．II．　chap．　XXXV．　P．232．

141）Octaveの性的不能とStendha1のidentit6を問題にする時，　Imbertは，

Stendhalがその自家本であるBucci本に書き込んだ次のようなノートにその論

の根拠を求めている。＜The　70ctobre　1826　he（＝Stendhal）was　very　near　of

pistolet　［．．．】　Je（＝Stendhal）quitte　cet　ouvrage　par　la　n6cessaire㎞puiss　of

making　Repris　comme　remede　le　l　7　septembre　18261．．．1＞（、4γ．，　notes　et

variantes，　P．1427．）Stendhalには1826年に愛人C16mentine　Curia1（Stend一

halはMentiと呼ぶ）との決定的な別れがあり，絶望のあまり彼は自殺を考える

程であった。その絶望のため，しばしば・47〃2αηcεの執筆を中断したのだが，彼

は失恋の痛手を癒すため執筆を再開した，ということを上のノートは意味してい

る。ここから，　Imbertは，「．4ηπα麗θの執筆は彼（＝Stendha1）にとっ，

て精神の均衡を見出す一手段であったことは認められた事実である」から，「事

実の内にとどまろう」と言い，次のように主張する。「女にはねっけられた

Stendhalと，〔女を〕受け入れることのできないOctaveとの間の差違は少なく

ともStendhalの絶望が続く間に消滅していた。（・…一）　Stendha1は，そう

とは意識していなかったかのように〔Octaveの〕生理的なテーマを，このうえ

なく苦痛な愛の夢想に転化していたのである」（オ7〃2αηcε，Pr6face　d’H．。F．　Imbert，

Gamier－Flammarion，1967，　P．10et　p．13．）。また，　BrombertはImbertの挙

げた「事実」について「絶望が執筆の再開の直接因となったかもしれない。しか

し，Stendhalの個人的な苦悩は作品の主題と諸テーマにとって，奇妙にも外的

なままである。Stendha1の個人的関心事と主人公の苦悩との間に，適当な融合あ

るいは照応ができあがったようには思われない」と言いながら，彼は次のように

結論を下す。　「彼（ニStendha1）はその主人公に，個人的な強烈に残っている

思い出や，性的不能の若い主人公に特有の苦悩には根差していない，〔失恋によ

る〕絶望を転移させている」（Brombert，　oμ6∫∴，P．53．）。確かに，　Imbertの

言うように，Stendha1自身のノートが示すように，失恋の傷を癒やすためとい
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う執筆の動機は認められよう。また，例えば，失恋で傷ついたStendha1がAr一

manceへの愛を自覚し自殺を願望する程苦しむOctaveに後になって自己同一化

していることは，彼自身のノートから明らかである。　＜Tout　ceci　me　rappelle

Menti　en　1827　apr色s　le　Chantilly　de　1826＞（．4濫，　notes　et　varialltes，　p．1451．）．

（但し，注意しなければならないのは，1827年という年号が示すように，これ

らStendhalのノートは出版された彼自身の著書に書き込まれているという事実

である。つまり，Stendha1自身に関するノートは，執筆時の回想，あるいは，

自己の作品を読むことによって想起させられた思い出であって，1826年執筆時

の彼を正確に反映しているとは必ずしも言い難いのである。特に，後者に関して

は。）　このように，執筆時のStendhalの不幸と，作品内のOctaveの不幸が

並行していたことは明らかであるし，StendhalがOctaveに自己同一化してい

ることは容易に推測できる。Imbertは，　Stendha1がOctaveと不幸という点

において並行関係にあったことに着目し，そして，StendhalがOctaveに同一

化している状況を確認することによって，結論を導いているのである。しかし，

Imbertの結論にせよ，　Brombert（彼は作者と主人公の並行関係を否定し，上

のような結論をその根拠を明らかにせず下すのだが）のそれにせよ，彼等はあま

りにも表面的な問題に把われ過ぎている。問題をより深く堀下げる必要があるだ

ろう。Stendhalが自己の意識のいかなるレベルにおいて，作中人物との同一化

を示しているのかという問題が取り残されているのである。本論の最後において

試みているのは，Octaveの性的不能の両義性，及びそれを中心としたテクスト

の両義性に着目することによる，この問題の解明なのである。

142）　ノ4ア．，chap．　III．　P．48．

143）　　7『εdlθ178ηアァβアπZαアdl，　t．工chap．　II．　pb　19．
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